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うちでおどろう（栃木ローバース Ver.）の実施について  

 

現在、世界中で新型コロナウイルスが猛威をふるい世界では 36 万人の死者が出ており、日本においても 880

人の方が亡くなっています（5 月 30日現在）。新型コロナウイルスは感染力が非常に強く医療従事者は過酷な状

況で治療を行っています。そこで、栃木ローバース（※１）では医療従事者に対し感謝の意を表したいと考え今

回プロジェクトを立ち上げました。 

このプロジェクトは栃木ローバース構成員だけでなく、スカウト（ビーバー隊～指導者）やスカウト関係者

（保護者様、団委員）が参加可能ですので多くの方に周知していただき、参加を促進していただけるようお願い

申し上げます。 

 

〈プロジェクトの概要〉 

このプロジェクトはスカウトやスカウト関係者が医療従事者への応援メッセージを書いた紙を持ち各家庭 

で動画を撮影後、所定のメールアドレスに送付していただきます。皆様から頂いた動画をプロジェクトメ 

ンバーが音楽に合わせた動画に編集し栃木ローバース公式 Twitter（＠TochigiRovers）と栃木ローバース 

公式YouTubeに公開する予定です。さらに、このプロジェクトを新聞やテレビ局などのメディアを通じ多 

くの医療従事者の方々に届ける予定です。 

 

〈動画の送信先〉 

tochigi.rovers@gmail.com  

 

〈動画の募集期間〉 

令和2年6月15日（月）～7月10日（金） 

 

〈その他〉 

  応募要項の詳細は、別紙募集要項を参照ください。 

 個人情報保護については、募集要項記載内容及び別紙プライバシーポリシーを参照ください。 

動画の公開に関する栃木ローバースの方針は、ソーシャルメディアポリシーを参照ください。 

 

※1 栃木ローバースとは 

  2020年2月2日に発足した栃木県内のローバースカウトのグループです。 

  発足に対しては、栃木県連盟の事業計画のあるローバーズネットワークの展開から県連盟プログラム 

委員会が支援し県内ローバースカウトが集まり、情報交換や懇談を行いグループ化し名称を決めました 

担当 プログラム委員会 委員長 髙村 由美子  

栃木ローバース 代表   高山 雄也 

運営PJ  矢島 慎之介（企画立案）  


